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概 要：

本会議は，本助成を始めとする多くの団体・企業からの支援・賛助の下，沖縄国際会議場において 5日間

にわたり開催された。会議の学術的内容としては，微細加工技術・微小流路技術・MEMS 技術など，マイク

ロ・ナノ科学における最先端の基礎技術開発から，それらの化学・生化学・医学等への応用に至る，幅広い

研究発表が行われた。既存の化学・生化学分析装置や診断装置とは大きく概念の異なる，微小システム・微

細加工・微小流路をキーワードとする最先端の研究成果が多数報告されており，それらの多くが高く注目さ

れていた。また，本会議は当研究分野に関する世界最大の学術会議の一つであり，33 の国・地域より 900名

を超える参加者があり，600件以上の発表がなされた。口頭発表・ポスター発表のいずれにおいても活発な議

論や意見交換がなされ，研究交流の場としても非常に有意義であった。なお，全体の 3 分の 2は海外からの

参加者であり，日本国内で開催される国際学会としては，海外からの参加者割合が非常に高く，この点は特

筆すべきことである。さらに，優れた学生発表に対する表彰も行われ，研究者を目指す学生を奨励する活動

として有意義であった。また，国内外の 30以上の企業・団体からの展示もなされ，産学連携や企業技術プロ

モーションのための機会を提供することもできた。

以上をまとめると，本会議は学術レベルが高度であり，参加者の数・国を含め世界的に最先端をいく研究

者間での学術交流が活発に行われ，産業界との交流も活発であり，さらにまた，論文集発行・会議の運営な

どが円滑に進行した点など，いずれにおいても大きな成功であり，きわめて有意義な会となった。
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概 要：

The 4th International Workshop on Empirical Software Engineering in Practiceを大阪・中之島センターで

開催した。本会議は，実践的及び経験的な見地からより良いソフトウェア開発の実現を目指すエンピリカル

ソフトウェア工学に関するワークショップである。ソフトウェアが誕生して約 60年，「いかにうまく，いか

によいソフトウェアを作るか」という問いに対する議論は現在でも絶えない。エンピリカルソフトウェア工

学は，データ工学的な観点からこの問いに対する答えを得る方法である。データという明確な根拠から得ら

れた経験的な知見を活用することで，高効率かつ高品質なソフトウェアの実現が期待できる。

本会議では，当該研究分野の発展，及び当分野の若手研究者の養成を大きな目標として掲げている。この

目的のために会議の実行委員会を 35歳以下の若手研究者を中心に構成しており，各実行委員に対して会議の

運営経験を始め，海外研究者との共同作業の場を与えることが出来た。また会議参加の修士・博士課程の学

生に対しても大きな刺激を与えることが出来た。本年度は過去最大となる計 66名の参加を集め，参加者同士

での非常に活発な議論が行われた。基調講演ではカナダ・ビクトリア大学から Dr. Daniel M. German 准教授

を招待し，ソフトウェア開発リポジトリに対する最新のマイニング技術についての講演を頂いた。近年の IT

社会においてソフトウェアの社会的責務は拡大する一方である。本会議による本研究ドメインの促進と活性

化は将来の高度 IT社会の発展に大きく貢献するだろう。
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